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道徳教育を支える基礎的視点に関する考察
～J. H.ペスタロッチーの道徳教育思想の分析を手掛かりに～
 村　野　敬一郎1
　古典的教育思想家（J. H.ペスタロッチー）の思索と実践の成果を日々の教育実践にどのように生か
すかという観点から検討し、ペスタロッチーの道徳教育論を支える人間観、道徳概念の分析を通し
て考察した。彼の人間観・道徳観が示唆を与えるのは、教師が子どもたちに向き合う時の基本的価
値観である。彼の指し示す人間像は、実存的な弱さを内に持ち、根源的な良くなりたいという小さ
な芽も宿している存在であること、善と悪、理想と現実の間を彷徨い、その彷徨うという経験の中
で学び、自己を克服していける存在であること、善と悪の二面性を持ち、悪への傾向性をもちなが
らも善きものへの強い志向性も持つ存在であること（それゆえ信頼できるという認識を持っていると
いうこと）である。一方、子どもたちの中には教師の思い及ばない生活現実の中で生きている子ども
たちも多い。ペスタロッチーの活動は社会現実との戦いの中でなされたものであるが、今の日本で
も学校という枠内には収まらない課題が多い。しかし教育という営みは極めて社会的な営みである
から、それは生活現実との関わりの中でリアルに考えられていく必要があるだろう。教師は狭い教
室という空間にその専門性を限定し、世の歪みなどに目を閉じている存在であってはならないだろ
う。そのような子ども観を有する教師の肯定的な眼差しと配慮のもと、生活現実のもつリアリティ
に触れる中で、自己克服を重ねる子どもの学びの必要性を論じた。
Keywords : ペスタロッチー、道徳教育、人間観、道徳概念
はじめに
　専門職としての教職を支える柱は専門性と人間
性とされるが、他の専門職と比して人間性の部分
が強調されるのが教職の特色である。それゆえ教
師教育にあたって人間性の教育は大きな課題とな
る。とりわけ道徳教育という課題を意識する時は
なおさらである。さて本稿は、古典的教育思想家
について学ぶことが教師教育に、ひいては道徳教
育をはじめとする日々の教育実践に際してどのよ
うな意味を持つかという観点からの考察である。
現在教育職員免許を取得するには、教育職員免許
法施行規則の中で教育基礎理論科目の必修領域と
して、教育の理念・歴史・思想分野の履修が求め
られ、ごく普通にペスタロッチー、ルソーといっ
た古典的教育思想家の思想にふれることになる。
個別教育科学が進歩し、多くの科学的知見をもた
らしてくれる時代にあって、古典と呼ばれる教育
思想について学ぶことの意義は何なのだろうか。
このことは関係する学会の重要な関心事のひとつ
であり、たとえばここで取り上げるJ.H.ペスタ
ロッチー研究の核となる学会である「日本ペスタ
ロッチー・フレーベル学会」は2006年秋に開催
された第24回大会のシンポジウムに「ペスタ
ロッチー・フレーベルと現代－古典研究の今日的
意味を問う―」というテーマを掲げ、会員3氏か
らの報告をもとに古典研究の今日的意味の検討を
行っている1)。ペスタロッチー研究に限らず、背
景にはこのような古典研究の存在価値への危機意
識が存在している。本稿ではかつて教育界で「神
ペスタロッチー」とも言われるほど敬愛された
J. H.ペスタロッチーの核となる道徳教育論のとり
わけ基礎となる人間観、道徳概念の分析を通して、
彼の思想を学ぶことの意味を考えていくことにす
る。1．宮城学院女子大学　発達臨床学科
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1．時代と格闘するペスタロッチー
　ペスタロッチーその人の業績と人柄は校訂版と
呼ばれる、合わせて40巻を超える著作集、書簡
集を通して知ることができる。ペスタロッチーは
一般的に「教育実践家」、「教育思想家」として知
られるが、彼の思索と実践は政治、経済、産業、
宗教、道徳など広範囲に及び、その著作もいわゆ
る教育以外のものが多くを占めているのは意外か
もしれない。しかしペスタロッチーの教育の思索
と実践は、これらの直接的な関わりは欠くと思わ
れる分野の思索と実践が収斂したものとして立ち
現われてきているところにその特質があるといえ
るだろう。筆者は「教育者」ペスタロッチーの特
質を「愛国者」ペスタロッチーと総括できると考
えているが、彼の「教育」の課題は祖国スイス救
済を課題とするものだったといえる2）。それはた
とえば彼の「祖国の唯一可能な救済を教育のため
の努力の中に求める」3)という言明の中に明瞭に
示されているとおりである。彼の教育をめぐる課
題は当時の社会現実が直面する様々な課題の中に
教育の課題として見出されたものであることに特
色があるといえるだろう。
　さてペスタロッチーの生きた時代は経済、産業
の観点から見れば、農業中心の社会にマニュファ
クチュアが浸透し、工業化が進むことにより、多
くの農民たちの生活が変化していった時代である。
工業化に伴い産業構造や経済のシステムが変化す
ることによって、農民たちは従来のように農業に
頼るだけでは生計を営むのが困難となった。彼ら
は新たな収入源として家内工業などを副業とし多
くの収入を得ることにはなったが、それは人々を
享楽的な生活へと駆り立て、浪費と怠惰の生活に
追い落とすものであり、結局更なる貧困へと人々
を導いた。そのような民衆の置かれた現状をペス
タロッチーは牧師であった祖父のもとで目の当た
りにし、そうした民衆の姿を小説『リーンハルト
とゲルトルート』にも描き出している。更なる工
業化の波は農民たちを工場労働者へと仕立て、熟
練を要しない単純労働は年少労働をも可能とした。
没落した農民たちは賃金労働者として、低賃金、
長時間労働を余儀なくされるようになり、女性や
子どもたちまで労働力として狩り出された。その
ため彼らの家庭では深刻な家庭崩壊が始まってい
た。ペスタロッチーにとってこうした人間性の疎
外された「悲惨な生活」から人々を救い出すのが
生涯をかけた課題となった。その際たとえば恩恵
的な経済的救済の道を探ることは直接的な解決法
であったかもしれない。しかし彼はそのような道
をとらなかった。これらの問題の責任は結局のと
ころ「文明の堕落」によるものであり、もとを糺
せば「人間の堕落」にあると考え、真に民衆の救
済を図るとすれば人間それ自身の陶冶が目指され
るべきであった。「人間らしさへの陶冶、人間陶
冶以外に道はない」4)と、彼は民衆陶冶を生涯の
使命、課題としていったのである。
　一方、政治、社会的な観点から見れば、ペスタ
ロッチーの生きた時代は、フランス革命を中心と
する市民革命によって絶対主義体制が倒れ、ナポ
レオン失脚後、再び旧体制が復古するという、
ヨーロッパ史の中でも有数の激動の時代である。
時代の推移にあわせてペスタロッチーの政治や社
会をめぐる思索も変化を見せている。初期の作品
『隠者の夕暮』、『リーンハルトとゲルトルート』
では素朴な家父長的な国家観がみられる。『リー
ンハルトとゲルトルート』に登場する賢明で慈愛
ある城主アーナーはそれを具体的に体現するもの
して描かれ、民衆は君主の「親心」が作り出す上
からの秩序のなかで安らうのである。ここには君
主政体への素朴な期待が見て取れる。しかしフラ
ンス革命とその後の恐怖政治、ナポレオンによる
専制政治、スイス革命の推移を目の当たりにする
中で、彼は「我々の良き君主の家父長的な道徳は
もはや役には立たない」5)と君主政体・家父長的
道徳に絶望し、むしろ「政治は政治自身のために
あるのではなく、国民のためにある」6)、「祖国
よ！私に言え。スイスは国民の意志と国民の信頼
と国民の選択以外の何によって築かれたのか」7)
と民主主義的志向を強めていくことになる。彼は
「すべての国、とりわけすべての自由国は、個々
人の道徳的、精神的、市民的価値によってのみ社
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わかる。その意味でジルバーが指摘するように
「人間とは何か」という理論的な問いは常に「何
を必要とするか」という実際的な問いに変化し13)、
「人間とは何であり、人間は何を必要とし、何が
人間を高め、また卑しくするのか、何が人間を強
くし、そして弱くするのか」14)と、 人間を探究す
るにあたっての具体的な課題が提示されている。
人間とは何者なのか体系的に語られるわけではな
いが、ここにペスタロッチーの人間探究の基本的
な特質がある。さてここで具体的に彼が指し示す
本質的な人間像とは、「内的な安らぎ」に満たさ
れた人間である。彼によれば「人間は内的なやす
らぎへと陶冶されねばならない」15)のであって、
この著では「人間陶冶の第一の目的」16)である
「内的な安らぎ」に至る道筋が指し示されている。
ペスタロッチーはその道筋を「自然の道」という
言葉で説明し、人類の家庭的関係こそが「最初の、
最も優れた自然の関係」であると説明している。
のちの著作では彼の教育思想の中核として家庭教
育について詳細な考察が展開されている。それゆ
え家庭こそが「人類の純粋な自然的陶冶のすべて
の基礎」であると考え17)、さらには社会、国家で
あってもこの家庭のあり方と同様に秩序立てられ
ることを求めている。ところでペスタロッチーの
いう「自然の道」の核心をなすものは「神への信
仰」であり、「神への信仰は、あらゆる知恵とあ
らゆる恵福の源であり、また人類の純粋な陶冶の
ための自然の道である」18)と説明している。彼に
とって宗教の問題は人間陶冶にとって極めて重要
な意味を持つものである。ペスタロッチーにとっ
て、もとより人間は「善と悪に関する感覚」や
「正と不正に関する消すことのできない感情」を
不変的に確固として我々の本性の深奥に持つ存在
であり19)、人間は本質的に善悪、正邪併せ持つ二
面性のある存在であると理解している。しかし神
への信仰もまた同時に人間の本性のうちにあるも
のであり、「神への信仰は、いかにどん底の身分
にあっても、世界の各地においても民衆の分け前
であり、いかに高い身分にあっても人類の力であ
り、いかにどん底の身分にあっても人類の強みで
会的に立ちいくことができる」8)と考え、彼に
とって政治の課題は社会を支える国民の人間教育
の課題として浮かび上がってくることになる。ペ
スタロッチーは社会と時代を取り巻く課題と格闘
することを通して、それらの課題の中に教育の意
味と課題を見出し、その解決の方途を探ることに
なったのである。
2．ペスタロッチーの道徳教育を支える基礎概念
(1)道徳教育の基盤としての人間理解
　ペスタロッチー自身の追究の課題が政治であれ
経済であれ教育であれ、人間が支えるものである
限り、人間の本質をどう理解するかが彼の思索と
実践の出発点となっている。彼の人間理解の原点
を示すのが『隠者の夕暮』であり、続く『リーン
ハルトとゲルトルート』である。そして必ずしも
体系的ではないが、まとまった全体像を提示して
いるのが『探究』である。以下で、これらの著作
の分析を通して、彼の人間理解の特徴を見ていく
ことにする。
　まず長田新が「ペスタロッチーの思想は『夕
暮』から発して『夕暮』に還るといっていい」9)
と評価する彼の教育思想の原点ともいうべき『隠
者の夕暮』をみてみることにする。その冒頭で
「玉座の上にあっても木の葉の屋根の蔭に住んで
いても同じである人間、その本質における人間、
その人間とは一体何なのであろうか」10)と述べて
いる。身分などにかかわらずすべての人間は平等
であるということを高らかに謳うが、そこに彼自
身の人間観を根底で支える考え方が示されている。
そのうえでそのような「人間の本質」とは何か問
うている。この問いには同時に「なぜ崇高な精神
の持ち主たちは人類が何であるのかに気づかない
のか」11)という「人類の本質」への問いが続いて
いる。ここには人間を孤立的な存在として見るの
ではなく、常に人類の一員として捉えようとする
姿勢がみてとれる。彼が「人間社会という現実世
界のなかで生きて活動している人間を対象として、
具体的に考察を進め」12)、決して観念的、抽象的
に人間を理解しようとしているのではないことが
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ある」20)のであると確信している。この確信がゆ
えに、善悪の二面性を持つ存在にも希望を抱いて
いるのである。格言集的に書かれた本書では人間
のあるべき姿が目標として示されるだけである。
だからこそ、その基調は本質的に楽天的なもので
ある。人間は善悪併せ持つ存在であるが、それで
もなお人間存在そのものを肯定的に理解する姿に
は人間の善性に対する素朴な信頼感を見て取るこ
とができる。
　一方ほぼ同じ時期に民衆小説という形で書かれ
た『リーンハルトとゲルトルート』では当時の社
会状況に翻弄される貧しい農村の中で生活する
人々の姿が生き生きと描き出されている。その中
には『隠者の夕暮』には見られなかった「悪」の
本性を体現する人間が登場する。悪代官であり、
居酒屋も兼業し、農民たちを誘惑してはなけなし
の稼ぎを巻き上げるフンメルである。人間とはそ
の本性上、「怠惰で、無知で、不注意で、無思慮
で、軽薄で、だまされやすく、臆病で、際限なく
欲張りであり」、「彼の貪欲さが行き当たる危険、
彼の脆弱さ、障害によってねじれ、抜け目なく、
陰険に、疑り深く、暴力的に、向こう見ずに、執
念深く、そして残酷になる」21)存在だと考え、悪
しき本性を持つ人間像を具体的に描き出している。
しかし彼も「我々と同じ人間であった」し、「我々
の中の誰一人としてこの不幸が自分に起こらない
とも思えない」22)と、明らかに『隠者の夕暮』の
それとは異なる人間理解である。単純に人の善意
を信じる善良な牧師についても「親切をもって人
間を腐敗させるだけだ」23)と手厳しい。ここにみ
られるペスタロッチーは人間の本性がもはや無制
限に善であるとは信じていない 24)ことを示して
いる。ただ同時に彼の描き出す人間像は明確な悪
だけではない。悪の対極として描かれる良妻賢母
ゲルトルートの夫であるリーンハルトは、フンメ
ルの誘惑に負け借金を重ね、妻と子どもたちをひ
どく不幸にしている「善良な人」である25)。また
領主の祖父は「善良な年老いた恵み深い紳士」26)
であったが、悪代官に騙され領民を不幸にしてし
まった人である。ここには善良ではありながら人
の悪と連なってしまう人間存在の危うさが示され
ている。光田の言葉を借りれば、このペスタロッ
チーの人間理解は「善なるもののうちにも潜む人
間の弱さや危うさをあぶりだし、新たな人間学の
地平を開い」27)たものといえるだろう。ペスタ
ロッチーの人間に向ける眼差しは決して厳しいも
のではない。むしろ優しい。フンメルの悪もその
生い立ちからその後の人生を描出することで、環
境ゆえの悪にすぎないと説明している。ここに示
される人間は確かに単純に善なる存在ではありえ
ず、悪なるものと背中合わせの存在であり、常に
人間的弱さ、危うさを併せ持つ存在にすぎない。
しかしそれらの悪も弱さも一方で克服しうる事柄
でもあると彼の人間理解は深化を遂げることにな
る。
　ペスタロッチーの人間探究のひとつの総括とな
るのが『探究』であり、彼の人間の本質の体系的
な説明が試みられている。そこでは人間存在を動
物的状態、社会的状態、道徳的状態の三重構造を
持つものとしてとらえ、それぞれ動物的存在、社
会的存在、道徳的存在として把握し、同時に個人
を発展史的に理解すればそれぞれが幼児期、青年
期、成人期に相当するものと考えている28)。結論
的に言えば、この書で示される彼の人間像の特色
は、「私は、自分自身において三重の異なったも
の、すなわち動物的、社会的、道徳的本質であ
る」29)、「私の自然においては、動物的、社会的、
道徳的諸力は別々にではなく、むしろ極めて密接
にお互いに結びついてあらわれる」30)という説明
に示されるように、人間は異なる本質を同時に併
せ持っている存在だという点にある。その内容を
以下でみておこう。「動物的存在」としての人間
は「本能の子」であり、本質的に「好意」と「利
己心」を併せ持つが、自らの欲求だけを満たそう
とする限り、他者との不和を引き起こし破滅する
だけである。だから人間は「社会的存在」として
自然状態を制限することによって 31)自らの欲求
を満たそうとする。法や契約などがそれである。
しかし「社会的状態はその本質において万人の万
人に対する戦いの継続である」32)のであって、動
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物的状態の本質は「社会的状態においても形を変
えるだけ」33)に過ぎず、両状態とも本質は同じで
ある。いずれの状態も人間を満足させ完成してく
れるものでもないのである。それゆえ人間は「私
の動物的欲望や社会的諸関係とは無関係」34)な人
間的な状態を求めるが、それが「道徳的状態」で
あり「道徳的存在」なのである。それは彼が「死
の飛躍」35)と呼ぶ動物的社会的状態を克服した、
個人の意志の自律によって成り立つ質的な変化を
果たした姿である。彼のたどり着いた人間像は、
異なる本質を自らのうちに併せ持つ存在である。
「私は動物として生きることも、あるいは市民と
して生きることも、あるいは道徳的人間として生
きることもできる」36)存在である。しかし現実を
生きる人間は「私の動物的無邪気と私の道徳的純
粋さとの間にあって迷える堕落した中間的存
在」37)として揺れ動く存在でしかないのである。
だからこそそこに教育の必要性と可能性がでてく
ることになり、それは道徳とどう向き合うかとい
う問題ともなるのである。
(2)ペスタロッチーの「道徳」概念の特質
　「堕落した中間的存在」としての人間が自らを
克服する課題としての「道徳」とはどのようなも
のか、引き続き『探究』における道徳概念の分析
を通して、その特質とそこから発する道徳教育の
特質を見ていくことにする。
　『探究』の中で展開される道徳とは、端的に言
えば、人間の内面的な高貴化を図ることに集約さ
れるものであり、内面的な高貴とは、利己心を克
服し、自然的社会的自己を克服し道徳的存在とな
ることである。道徳が課題として浮かび上がって
くるのは、社会的存在としての人間においてであ
る。そのような人間は単なる動物的な感覚的な享
楽の境地に安住できず、さりとて市民として申し
分なく育成された境地にも安住できない38)、「動
揺の中に生き浮動している」39)存在にすぎない。
しかしそのような社会的存在としての人間には
「堕落した自然の作品（動物的存在 : 筆者注)とし
ての自分自身に屈服することを免れるためには、
彼はただ自分自身の作品（道徳的存在 : 筆者注）
となるほかない」40)と、「社会的硬化の堕落を乗り
越え高く自らを上げる」41)ことが、つまり社会的
存在という自己自身以上のものに高まる努力が人
間にはその本性として求められているとペスタ
ロッチーは考えている。ペスタロッチーは道徳に
ついて以下のように説明する。「もともと私の道
徳は私が私自身を高貴化しようとする、あるいは
普通の言葉でいわゆる正しく行動しようとする、
純粋な意志を、私の認識の一定の型および私の境
遇の一定の状態に結びつける方法にほかならず、
また私が父として子として官吏として臣下として
自由人として奴隷として、すべてこれらの境遇に
おいて私自身の利益や私自身の満足を求めるより
も、むしろ私が配慮し世話し保護しその権利を重
んじ、また服従し信頼し感謝し献身すべきである
と私が確信するすべての人々の利益と満足とを求
めようとする純粋で正しい努力をする方法にほか
ならない」42)ものである。道徳とは利己心を規制
する自律的な力、自己規制力を意味しているとい
えるだろう43)。ここには確かにたとえばシュプラ
ンガーが指摘するようにカント流の自律思想を思
い起こす 44)。しかしペスタロッチーは道徳の根源
は「無邪気」「動物的好意」にあり45)、そしてこ
の「動物的好意」が高貴化されることによって
「愛」が生まれると考えている46)。先の引用の中
に示された「純粋な意志」は「愛」を目指したも
のであり、ペスタロッチーの考える道徳は愛をそ
の本質とすることによって、理性による定言命法
を根拠とするカント的な道徳とは異なるものと言
えるだろう。また、彼にとって道徳は自らを克服
し高める力であるが、社会的存在としての人間は
先述したとおり、動物的無邪気と私の道徳的純粋
さとの間にあって迷える堕落した中間的存在とし
ての姿をもち、「この中間的状態の衝動と諸経験
とをふることによってのみ、真の、そして私の自
然と私の境遇とをあますところなく包んでそれら
を完成させる道徳を認識しうるようになる」47)と
いう説明を併せ読むとき、ペスタロッチーの道徳
は、動物的・社会的・道徳的諸力が互いに緊密に
（16） 村野敬一郎
結び合ったものとして48)、決して純粋道徳ではな
い、様々な現実社会の関係性の中で生きぬく人間
のものとしての道徳であるということを特色とし
ていることを良く示しているといえよう。
3．道徳教育・教育実践を支える基礎的視点
　以上ペスタロッチーの道徳教育を支えている人
間理解と道徳概念の分析を行いながら、ペスタ
ロッチーの思索の特色をみてきた。それが我々の
教育実践に示唆してくれるものは何か。
　ペスタロッチーの実践は、産業構造の変化に伴
い急速に変化する社会生活の中で家庭という生活
と学びの場を失った、またフランス革命の影響を
受け孤児とならざるを得なかった、時代に翻弄さ
れる子どもたちを、そのような社会の中で生き抜
いて行ける道を人間陶冶という形で探るものだっ
た。私たちは今を生きる子どもたちにどう向き
合っていけばよいのか。現在の日本の子どもたち
は果たして幸せなのだろうか。豊かと思われてい
た日本の社会はいつの間にか格差社会と言われ、
多くの親たちは貧困と長時間労働に喘ぐことに
なった。親の貧困は子どもの貧困、教育格差の問
題ともなってきた。学校という小さな枠内には収
まらない多くの大きな教育の課題を背景に教師は
子どもたちに日々向き合わなければならない。本
稿で扱ったのは人間観、道徳観であるが、人の関
係づくりの根底を形作るものであり、教師の子ど
もたちへの向き合う姿勢に関わることがらである。
　ペスタロッチーは本質的な人間、子どもの姿を
私たちに教えてくれる。子どもたちは社会的状態
にある人間としてどんなに荒れた姿を見せようと
も実存的な弱さを内に持ち、また根源的な良くな
りたいという小さな芽を宿している存在であると
いう認識、人は善と悪、理想と現実の間を彷徨い、
そしてその彷徨うという経験の中で学び、自己を
克服していける存在であるという認識がそれであ
る。ペスタロッチーの人間を見る眼差しは優しい。
人間は善と悪の二面性を持ち、いくらでも悪への
傾向性をもつ存在で、その点では自分とて同じで
あるが、一方、善きものへの強い志向性も持って
いるがゆえに、信頼できるという認識を持ってい
る。この人間への素朴な信頼感が彼の基本的な姿
勢となっている。彼の実人生ではこの信頼感がゆ
えに裏切り、挫折を経験することにはなるが、教
育の世界に大きな足跡を残すことになった理由の
一つでもあったといえよう。これらがここで彼の
指し示してくれる人間理解である。教師として子
どもたちへ向き合う際の基本的な視点や立場を教
えてくれるものだろう。現在教員免許状更新講習
は「教職についての省察」の中に子ども観や教育
観の省察をその必修内容として盛り込んでいる。
今更なぜと必ずしも評判の良い部分ではない。確
かにそれほど意識することもなく我々は何らかの
価値観、しかも本人は良いと確信している価値観
を背景に日々実践しているし、実践できる。しか
しそれは我々の思いが子どもたちに届くものと
なっているのか。ベテランになるがゆえに、慣れ
るがゆえに見えなくなっていくことも多い。その
点で「省察」の持つ意味は大きい。とりわけ子ど
も観、教育観といった普段見えていないものを意
識化し客体化して検討することの意味は大きい。
そこにペスタロッチーのような古典的教育思想家
の思想にふれることにも意味が見出せるのではな
いだろうか。ただ子どもたちの中には教師の思い
及ばない生活現実の中で生きている子どもたちも
多い。ペスタロッチーの活動は社会現実との戦い
の中でなされたものであるが、先に述べたように
今の日本でも学校という枠内には収まらない課題
が多い。しかし教育という営みは極めて社会的な
営みであるから、それは生活現実とのかかわりの
中でリアルに考えられていく必要があるだろう。
そのような時、教師とは、決して学級や担当教科
の狭い枠内における単なる指導技術あるいは知
識・技能の伝達技術という一面性にその専門性を
限定し、世の歪みにも、政治の動向にも目を閉じ
て、いわゆる「20坪主義」に陥り、そのなかで
しかもの言えぬ教師に留まるものであってはなら
ない49)だろう。
　以上、ペスタロッチーの思索に教育実践のため
の手がかりを求めてみた。指し示されたことがら
（17）道徳教育を支える基礎的視点に関する考察
は多いものではないが本質的なことであり、自ら
の価値観を「省察」する手がかりの一つになるか
と考えている。自分自身の価値観の基軸は何なの
か考える時、ペスタロッチーの次の言葉はひとつ
の大きな指針となるだろう。「人間の美しさは地
上における最大の美しさである」50)。
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